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第
二
十
二
回
柳
川
川
柳
学
校
報
告 

日
時
：
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

参
加
：
伊
藤
・
井
口
・
魚
森
・
太
田
・
久
米
田
・
小
谷
・
妹
尾
・
高
谷
・
南
部
・
松
田
・ 

横
田
・
若
槻
／
菅
田
・
辻
川
・
吉
原
～
十
五
名 

  

「
柳
川
川
柳
学
校
」
も
四
月
・
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
最
後
の
授
業
は

前
回
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
の
松
田
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し
た
。 
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～
沈
黙
の
続
く
中
で
の
採
点
風
景
～ 

 
 

～
太
田
さ
ん
に
よ
る
自
画
自
賛
コ
ー
ナ
ー
～ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今
回
の
「
菅
田
校
長
四
句
八
句
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
い
つ
も
と
は
趣
向
が
異
な
り
「
歌
集
・

滑
走
路
」
の
紹
介
で
す
。
作
者
の
萩
原
慎
一
郎
さ
ん
は
、
中
学
時
代
か
ら
受
け
た
い
じ
め
に

よ
る
精
神
的
な
も
の
が
原
因
で
一
昨
年
の
六
月
、
三
十
二
歳
の
時
に
自
死
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
死
後
に
発
行
さ
れ
た
の
が
こ
の
歌
集
で
、
歌
集
と
し
て
は
珍
し
く
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
、
横
田

さ
ん
が
朗
読
い
た
し
ま
し
た
。
川
柳
か
ら
俳
句
・
短
歌
の
世
界
を
覗
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と

で
す
。 
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～
菅
田
校
長
の
お
話
し
～ 

 
 
 
 
 
 
 

～
横
田
さ
ん
の
朗
読
に
聞
き
入
る
二
人
～ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

さ
て
、
投
票
の
結
果
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。 

最
優
秀
作
品
賞
～
高
谷
さ
ん
（
自
由
句
①
） 

菅
田
校
長
賞
～ 

松
田
さ
ん
（
自
由
句
②
） 

優
秀
作
品
賞
～ 

魚
森
さ
ん
（
自
由
句
⑦
）
南
部
さ
ん
（
自
由
句
⑬
） 

 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
さ
ん
（
課
題
句
⑤
）
久
米
田
さ
ん
（
課
題
句
⑪
） 

  
 
 

 
 
 

 

 
 

詳
細
は
後
述
の
通
り
で
す
。
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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あ
っ
と
言
う
間
に
辻
川
校
長
補
佐
の
中
締
め
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
令
和
元
年

六
月
三
日
（
月
）
で
す
。
新
元
号
「
令
和
」
初
め
て
の
「
柳
川
川
柳
学
校
」
と
な
り
ま
す
。

是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
！ 
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自
由
句 

① 

い
び
る
人
む
か
し
姑
今
は
嫁
～
最
優
秀
作
品
賞 

② 

妻
は
猫
夫
は
仮
面
被
り
を
り
～
校
長
賞 

③ 
 

く
た
び
れ
た
余
命
宣
告
も
う
三
度 

④ 

宅
配
の
人
を
疑
い
受
け
取
れ
ず         

⑤ 

春は

る

霞
が
す
み

頭
か
す
む
し
目
も
か
す
む 

⑥ 

あ
と
一
輪
開
花
宣
言
待
つ
カ
メ
ラ 

⑦ 

あ
ぁ
昭
和
「
風
呂
メ
シ
寝
る
」
も 

遠
く
な
り
～
優
秀
作
品
賞 

⑧ 

青
二
才
い
つ
の
間
に
や
ら
わ
が
上
司 

⑨ 

想
い
つ
つ
逢
え
ず
に
す
ぎ
て
冬
の
虹 

⑩ 

ペ
チ
ャ
鼻
を
孫
の
合
格
高
く
す
る 

⑪ 

も
っ
と
吹
け
い
た
ず
ら
小
僧
の
春
の
風 

⑫ 

転
ん
で
も
気
に
せ
ず
リ
ン
ク
舞
い
踊
れ 

⑬ 

久
し
ぶ
り
名
前
が
出
ぬ
ま
ま
じ
ゃ
あ
ま
た
ね ~

優
秀
作
品
賞 

⑭ 

量
減
ら
ず
ぐ
い
吞
み
猪
口
に
し
て
み
て
も 

⑮ 

い
い
ね
す
る
マ
ウ
ス
の
頭
ひ
と
さ
す
り 
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課
題
句
～
夢 

① 

あ
ん
な
人
逢
い
た
く
な
い
の
に
夢
で
逢
う 

② 

八
十
歳
夢
の
中
で
は
い
ま
ヒ
ー
ロ
ー 

③ 

夢
う
つ
つ
夢
か
う
つ
つ
か
尿
漏
れ
か 

④ 

夢
で
い
い
会
え
て
幸
せ
あ
の
人
に 

⑤ 

夢
み
た
い
妻
が
小
言
を
言
わ
な
い
日
～
優
秀
作
品
賞 

⑥ 

さ
め
な
い
で
続
き
を
見
た
い
白
日
夢 

⑦ 

夢
つ
い
え
イ
チ
ロ
ー
も
今
人
の
子
に 

⑧ 

夢
多
き
男
悩
ま
す
不
眠
症 

⑨ 

若
き
日
の
夢
の
欠
片
を
ま
だ
探
す 

⑩ 

昨
夜
見
し
泣
い
て
た
夢
さ
え
忘
れ
た
り 

⑪ 

さ
あ
寝
る
ぞ
可
愛
い
あ
の
娘
と
夢
紀
行
～
優
秀
作
品
賞 

⑫ 

月
の
夜
は
二
人
沖
ま
で
夢
の
船 

⑬ 

あ
と
七
年
と
語
る
老
母
の
夢
は
百 

⑭ 

夢
の
中
遠
い
日
の
ま
ま
人
・
景
色 

⑮ 

喜
寿
過
ぎ
て
夢
追
い
酒
で
酔
っ
払
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 


